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編
集
後
記

　

二
〇
一
七
年
度
の
共
同
研
究
は
、
例
年
通
り
、
本
学
生
涯
学
習
講
座

「
知
り
た
い
っ
ち
ゃ
沖
縄
、
行
き
た
い
っ
ち
ゃ
沖
縄
」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
講
座
も
開
講
し
て
す
で
に
七
年
目
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
る
。
座
学
だ
け
で
は
な
く
、
講
座
終
了
後
に
は
「
沖
縄
ツ

ア
ー
」
が
実
施
さ
れ
て
、「
目
で
見
て
、
耳
で
聞
い
て
、
手
に
触
れ
て
」

実
際
に
沖
縄
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
講
座
に
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の

方
々
が
参
加
さ
れ
る
と
と
も
に
、
毎
年
、
新
た
な
受
講
生
が
加
わ
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

　

開
講
当
初
、
沖
縄
ツ
ア
ー
で
は
沖
縄
本
島
を
巡
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
何

年
か
は
沖
縄
周
辺
離
島
を
含
め
、
先
島
の
島
々
を
訪
ね
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
に
、
沖
縄
周
辺
離
島
で
は
、
久
高
島
、
浜
比
嘉
島
、
平
安
座
島
、
宮
城

島
、
伊
計
島
、
伊
是
名
島
を
訪
ね
、
宮
古
諸
島
で
は
、
宮
古
島
、
多
良
間

島
、
池
間
島
、
伊
良
部
島
を
、
八
重
山
諸
島
で
は
、
石
垣
島
、
竹
富
島
を

訪
ね
た
。
手
前
味
噌
で
は
あ
る
が
、
講
座
内
容
と
あ
わ
せ
て
、
い
ず
れ
も

内
容
の
豊
か
な
ツ
ア
ー
と
な
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
十
二
月
十
九
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
四
泊
五
日
の
日
程

で
、
石
垣
島
と
小
浜
島
を
訪
ね
た
。
参
加
者
は
引
率
教
員
三
名
を
含
め
て

十
八
名
で
あ
っ
た
。
小
浜
島
と
言
え
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小

説
『
ち
ゅ
ら
さ
ん
』
の
舞
台
と
な
り
、
全
国
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
島
で
あ
る
。

　

小
浜
島
で
は
島
在
住
の
新
本
光
孝
氏
と
花
城
正
美
氏
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
。
両
氏
は
「
ウ
カ
ー
の
一
本
松
」「
山
の
子
守
唄
の
碑
」
を
ス
タ
ー

ト
に
、『
ち
ゅ
ら
さ
ん
』
ゆ
か
り
の
「
こ
は
ぐ
ら
荘
」
や
「
シ
ュ
ガ
ー

ロ
ー
ド
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
島
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
大
岳
」
や
、

貴
重
な
文
化
遺
産
と
な
っ
て
い
る
「
漁
垣
」
な
ど
、
文
字
通
り
、
島
中
を

隅
か
ら
隅
ま
で
懇
切
丁
寧
に
御
案
内
く
だ
さ
っ
た
。
小
浜
島
の
持
つ
豊
か

な
自
然
環
境
に
包
ま
れ
て
、
人
々
が
人
間
的
に
も
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て

い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

今
回
の
小
浜
島
探
訪
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
「
Ｋ
Ｂ
Ｇ
８
４
」（
小
浜

島
ば
あ
ち
ゃ
ん
合
唱
団
）
の
メ
ン
バ
ー
の
お
一
人
と
出
会
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
。
こ
の
方
は
新
本
氏
の
お
母
様
で
、
御
年
八
十
八
歳
で
あ
っ
た
が
、
実

に
矍
鑠
と
し
て
い
て
、
生
き
生
き
と
し
て
小
浜
島
で
の
生
活
を
語
っ
て
く

だ
さ
っ
た
。
今
回
、
私
た
ち
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
最
高
齢
は
七
十
七
歳

で
あ
っ
た
が
、
参
加
者
の
誰
も
が
彼
女
の
生
き
方
に
感
銘
を
受
け
、
こ
れ

か
ら
の
自
分
た
ち
の
人
生
に
あ
る
べ
き
姿
を
見
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

石
垣
島
で
は
山
里
純
一
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
山
里
氏
は
、
今

回
の
ツ
ア
ー
全
行
程
に
つ
い
て
何
度
も
沖
縄
―
石
垣
間
を
往
復
し
て
下
見

を
重
ね
て
く
だ
さ
っ
た
。
新
本
氏
を
御
紹
介
く
だ
さ
っ
た
の
も
山
里
氏
で

あ
る
。
ま
た
、
花
城
氏
は
山
里
氏
の
琉
球
大
学
八
重
山
芸
能
研
究
会
に
お

け
る
後
輩
に
あ
た
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
つ
な
が
り
か
ら
今
回
の
石
垣

島
・
小
浜
島
ツ
ア
ー
が
、
例
年
に
も
増
し
て
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
山
里
氏
の
御
尽
力
の
お
か
げ
で
あ
る
。

　

さ
て
、
石
垣
島
で
は
、
旧
知
の
宮
城
幸
子
氏
も
加
わ
っ
て
、
バ
ン
ナ
公

園
を
ス
タ
ー
ト
に
、
御
神
崎
、
川
平
湾
、
野
底
マ
ー
ペ
ー
、
平
久
保
灯

台
、
玉
取
崎
な
ど
を
巡
っ
た
。
御
神
崎
で
海
か
ら
吹
き
つ
け
る
強
風
は
ま
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と
も
に
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
強
烈
で
あ
っ
た
。
川
平
湾
は
、
少
し

曇
っ
て
は
い
た
が
、
や
は
り
石
垣
島
随
一
の
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。

野
底
岳
に
は
バ
ス
で
頂
上
付
近
ま
で
登
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
道
路
が
狭

い
上
に
、
道
路
の
上
に
両
側
か
ら
大
き
な
木
の
枝
が
覆
い
か
ぶ
さ
っ
た
と

こ
ろ
が
あ
り
、
バ
ス
の
運
転
手
を
難
渋
さ
せ
た
が
、
な
ん
と
か
行
く
こ
と

が
で
き
た
。
平
久
保
灯
台
に
着
い
た
時
に
は
よ
う
や
く
晴
天
と
な
り
、
海

の
青
さ
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
、
玉
取
崎
で
は
眺
望
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
た
。
こ
う
し
た
ツ
ア
ー
の
中
で
山
里
氏
と
宮
城
氏
は
三
線
を
弾
い
て

八
重
山
民
謡
を
御
披
露
し
て
く
だ
さ
り
、
忘
れ
得
ぬ
思
い
出
と
な
っ
た
。

　

昨
年
度
、
山
里
・
宮
城
両
氏
に
よ
る
本
学
で
の
講
演
「
天
空
の
コ
ス
モ

ロ
ジ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
今
回
の
石
垣
島
ツ
ア
ー
で

は
「
星
見
ツ
ア
ー
」
が
企
画
さ
れ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
、
雲
が
多
く
、

や
や
肌
寒
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
十
分
に
星
を
見
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
星
の
見
え
な
い
仙
台
と
は
違
っ
て
多
く
の
星
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。

　

毎
年
、
こ
う
し
て
一
つ
一
つ
経
験
が
増
え
て
い
っ
て
、
自
分
の
知
ら
な

い
世
界
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
楽
し
い
こ
と
で
あ
る
。
石
垣
島
の

ミ
ン
サ
ー
工
芸
館
、
居
酒
屋
「
と
ぅ
ま
ー
る
」
で
の
懇
親
会
な
ど
、
挙
げ

れ
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
に
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
出
来
た
こ
と
は
今
回
の

ツ
ア
ー
の
一
番
の
成
果
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

末
尾
で
は
あ
る
が
、
山
里
氏
、
宮
城
氏
、
新
本
氏
、
そ
し
て
花
城
氏
に

は
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
。

（
文
責　

今
林
直
樹
）


